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調布市議会議員　第４６代 調布市議会議長

　２６歳で初めて市議会に送り出していただいた日。「政治は市役所の中ではなく､
市民の生活の現場にある」という想いが私の原点です。
　肩書きや組織に頼るのではなく､自分の足で歩き､一人ひとりの声に耳を傾ける。
その泥臭い現場主義は､２３年経った今も､私の政治の根幹として揺らいでいません。

【１期目の頃の初心】
２６歳の情熱､原点は「徹底した現場主義」

　市議として調布の発展に全力で伴走してまいりました。現市政が築き上
げた確かな実績と安定感には深く敬意を表します。しかし､同時に議会の
立場から「役所の縦割り」や「前例踏襲によるスピードの遅れ」という壁
も痛感してきました。これからの時代に必要なのは､良い部分をしっかりと
「継承」した上で､民間活力やデータ（DX）を駆使し､今の時代にふさわ
しいスピード感で市政を「アップデート」するトップの決断力です。

【６期 ２３年間で見えた市政の壁】
前市政を「継承」しつつも､
時代に合わせて「アップデート」する

　私は１５年間､消防団員として活動してきました。真夜中のサイレンで飛び起き､火災や災害の最前線で泥水と汗にまみれ
ながら､地域の方 と々共に命と街を守ってきました。私の安全対策は､会議室で作ったものではありません。現場を知る実
践者だからこそできる､本気の防災･防犯体制を築きます。

【消防団１５年の経験】
肩書きではない。
現場で汗と泥にまみれた「実践の危機管理」

　私は他のステージへ行くことは考えず､２３年間ただひたすら「調布市政」に骨を埋めてきました。４９歳。子育て世代､働
き盛り世代のど真ん中であり､今後の調布の２０年､３０年を見据えた「当事者」として責任を負う世代です。愛する調布の
現場を知り尽くした私だからこそ､動かせる未来がある。これからの調布市政の先頭に立つ覚悟です。

 【４９歳の決断､新たな次元でリーダーシップを発揮する】
「都政･国政へのステップ」ではなく「調布への恩返し」

「新しい調布」を、明日から起動させる。
２３年の現場経験が導き出した「次世代への責任」



「いつか」の理想論より、「明日」の生活。
私には､明日から市役所を動かすことのできる「設計図」があります。
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２６歳で調布市議会議員選挙に初当選､以来６期２３年市議会議員として活動
第４６代調布市議会議長を歴任
柏野小学校学校開放運営委員会顧問､調布青年会議所シニアクラブ会員
調布市消防団第９分団 前分団長
家族：１８歳･１５歳の息子を育てるシングルファーザー

都政と市政を結ぶ
民主フォーラム
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防災･安全対策と環境保全 すべての子どもと家庭を支える
　　　　教育･福祉･子育て環境

災害時の初動態勢､ボランティアの運
用ルールの確立など「実践的な危機
管理体制」の構築。

● 【進捗順調（ソフト面）】 避難行
動要支援者プランの策定や防
災訓練、ゼロカーボンシティに
向けた計画策定など、マニュア
ルや啓発等のソフト面は着実に
進行しています。

【ソフト面での計画づくり】は進みましたが､現場の物理的な安
全確保（建物の耐震化､道路の補修など）の停滞が､現在の調
布市における最大の弱点であり､市民の強い不安要素として残っ
ています。この遅れを､これまでの「待ちの行政」ではなく「プッシュ
型の伴走支援」や「即時対応」で打破することが急務です。

提言の多くが制度として実現し､市民から高い評価を得る実績につながりま
した。しかし､市民意識調査が示す通り､子育て･教育に対する市民の期待
値（ハードル）は年 上々昇し続けています。現状に満足することなく､時代
に合わせたアップデートを継続していく必要があります。

● 【大幅な遅れ（ハード・インフ
ラ面）】 令和６年度決算評価に
おいて､「緊急輸送道路沿道建
築物の耐震化」の工事実績が
ゼロ件となるなど､命に関わる
ハード面の対策が遅延していま
す。市民意識調査でも「自転
車の危険」への不満がトップク
ラスのまま固定化しています。

● 【実現】 高校生までの医療費助成における「所得
制限の撤廃」は調布市において実現し､市の強み
（手厚い子育て支援）として定着しました。

● 【目標達成】 若者総合支援事業「ここあ」の拡充
等の成果により､「困難を抱える子ども･若者への支
援」に対する市民満足度は６１.１%に達し､令和
８年度の目標値をすでに大きく上回っています。

● 【移行】 待機児童対策は施設整備が進んでいます
が、今後は学童クラブを含めた「質の向上」へフェー
ズが移行しています。

高齢者の地域内の移動の確保と､自転
車の交通安全対策。

天然ガス車の導入や､調布の緑を次世
代へ引き継ぐ環境基本計画の推進。

子どもの医療費助成における「所
得制限の撤廃」と対象年齢（高
校生まで）の拡充。

子ども・若者の孤立を防ぐため
の総合的な支援体制の構築と、
子どもの貧困への介入。

保育園の待機児童問題への広域
的対応と､小１プロブレム対策。

都市基盤の着実な整備と
　　　　　公共施設マネジメント

提言してきた中心市街地の「駅前整備」は形となりましたが､市民意識調
査では「生活道路のガタガタや歩道の狭さ」に対する不満が依然として
トップを占めています。「公共施設の確実な更新」とともに､今後はこの構
想を停滞させず､民間活力を最大限活用して「身近なインフラ整備を確実
に着工･完了させる実行力」が問われるフェーズに入っています。

現在の調布市はまさに「長期政権のレガシーを継承し、次の世代
へバトンタッチする歴史的な転換点」にあります。２３年間､市政
の現場を一貫して見続けてきたことで､市の強みだけでなく､未完
了･遅延している課題（弱み）も正確に把握しています。これらを、
次は自らが先頭に立って決断し､スピード感を持ってやり抜くという
強い決意をもって､新たな市政に臨む覚悟です。

● 【ほぼ達成】京王線地下化は完了し､
調布駅前広場や鉄道敷地跡地の整
備も完了し､あとはグリーンホール外
階段を残すのみとなりました。

● 【現在進行の最重要課題】 グリーン
ホールの建て替え等は現在､市の最
大の懸案事項です。実際に「サウン
ディング型市場調査」が実施され、
民間活力（PPP/PFI）の導入検討が
進められています。
● 【計画化】 「調布市公共施設マネジメ
ント計画」に基づき､施設の複合化や
長寿命化対策がスタートしています。

京王線地下化に伴う、調布駅前広場・
鉄道路線跡地および駐輪場の計画的
整備。

老朽化したグリーンホール等の更新に
おいて、財政負担を軽減するためサ
ウンディング型市場調査（民間との対
話）やPFI手法等の導入。

学校プールの維持管理コスト･稼働率
を検証し､公共施設全体の統廃合や合
理化を進める長期的視点に立ったマ
ネジメントの実行。

多様な人材の活用･
　　地域経済と次代への責任

スマートシティや自治体ＤＸに関する提言は､ほぼ完全に市の主要
政策として実装されました。今後はこの構築されたデジタル基盤を
ただのシステムで終わらせず､市民要望に即応する｢道路のＡＩ診
断による即時補修｣や｢どこでも市役所の実現｣など､市民の利便性
と安全性向上へダイレクトに結びつけることが最大の課題です。

スマートシティ構想の推進と
　　　　　　　   行財政改革
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